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時間生物学のフロンティア

岡村均
京都大学大学院薬学研究科

本年度の大阪で聞かれる第四四時間生物学会が迫っています (10月25 - 271:1  : 大阪国際会議場と大阪1:1:1;:t-!:公
会堂)。今回は、アジア睡眠学会、日本睡眠学会との合同学会です。合同学会全体としては、 3つの基調講演、

見込まれ、国際色豊かな学会になります。時間生物学会からも、 Stev巴n Reppert教授 (University of 
Massac b  use tts) の基調講演をはじめ、癌の時間治療のFrancis Levi所長 (IN S E R M-U776)、シグナル伝達研究
の西田栄介先生( 京都大学) 、幹細胞研究のPaulFrenett巴教授 (Mount Sinai Scbool  of Medicine) など世界の
第一人者を招待し、ご講演を願います。海外の有望な若手である晴乳類のSteven Brown先生、ショウジョウバ
エのM icbaelN itabacb先生、イ ーストのBenja min T u先生の講演は、同世代の皆さんに大きな刺激になると思い
ます。アジアlIillll民学会からもメラトニン研究のD avid J. Kennaway教授 (University of Adelaide)、ヒト迫伝学
をマウスに展開する Y ing-Hui F u教授 (University of California) なととも来られますので、時間生物学関係の方
も是非拝l臨してください。
また、今大会の目玉として、大型企画である 「時間塾」を開催いたします。これは、初日 (25日) 10時から

全日と 2 日目 (26日) 午前中に開催されます。この塾は、普段接触することのまれなシニアリサーチャーであ
る講師が、若手 2名からなるインタビュワーに質問を受けたり、時間生物学の展望を詰るという形式で進行さ

インタラクテイブな講義を目指します。一人45分間の持ち時間で、インタビュワーがこの時間をすべて
コーディネー卜 いたします。講師には、 是非、次世代の時間生物学を目指す学徒に、 l膝詰で講義していただき
たいと考えています。講師は、時間生物学会というヘテロなオリジンをもった学際的な分野から選定し、
企画を通して各々の分野の伝統の継承に役立てたらと思っております。
本年は、晴乳類時計遺伝子が発見されて丁度12年になります。この間に、ヒ トを含む11m乳類の分子遺伝学が

誕生し、それまでの各種生物における遺伝学的研究 (ショウジョウパエ、アカバンカピ) と結合し、ヒ ト|臨床
情報をマウスに展開するという極めて野心的な方法論も産み出しました。また、時計を構成する要素が雌定し
た現在、JI寺間生物学の樹立者である PittendrigbとAscboffの両巨頭による生物 リズム理論の分子レベルでの検
証という新次元での解析も始まりました。さらに、シアノバクテリア研究は「分子時計」の物理化学的研究を
創始しました。日前乳類では、膨大な細胞研究の蓄積の時間生物学への展開が始まり、細胞内時計シグナル伝達
研究が急速に進み、時計異常が如何にして疾病に至るのかの解明が試みられております。ただ、ヒ トは60兆個
もの細胞時計で構成されるのですが、その全貌を示す 「時計システム」はあまりに巨大で、この191"明はこれか
らの大きな課題と言えるでしょう。
時間生物学は若い学問であり、多くのフロンテイアが未だ残されています。時間生物学は拡大し続けます。

その現場を見てください。我々は、そのカ ッティングエッジとなって時代を切り開こうではありませんか。

この

1  
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rXI. Congress of the European Biological Rhythms Society J参加記

池上啓介
名古屋大学大学院生命農学研究科 博士課程前期2年

2009年 8 月22日から 28日までのX I. Congr巴ss of  
the  E uropean  B iological  R hythms  Societyに参加し
た。今学会は、フランスのアルザス地方に位置する
ストラスプールにて日本時間生物学会の協力のもと
で開催された。ストラスブールは過去何百年間フラ
ンスと隣接する ドイツが領有権を争 ってきた都市で、
現在は殴州評議会や欧州人権裁判所、 E U (ヨーロツ
パ連合) の臥州議会などを有するE Uの象徴都市に
なっている。
ストラスブールには1673年創設という歴史あるス
トラスプール大学があり、その第一大学であるパス
ツール大学にて今大会は開催された。その大学名は
「科学には国境はないが、科学者には祖国があるj
という 言葉で有名な生化学者であり細菌学者である
ルイ ・パスツールが教授を務めていたことに由来し
ている。ルイ ・パスツールは、そのほかにも分子の
光学異性休を発見したことやパス トゥリゼーション
の開発、ワクチンの予防接種を開発した偉大な科学
者である。そのような偉大な科学者が教鞭をとって
いたところで研究発表できることに少し感銘を受け
た。そのような科学者と道を同じくする臥州や日本
を中心に世界各国の研究者420名ほどが集まり、 由
緒ある大学で 8 日間にわたりほぼ毎日朝の 81時半か
ら18時半まで今学会は行われた。
私と先輩である D 2の小野弘子さんは大会前日の
21日にフランクフル トからパスでス トラスブール入
りした。20時過ぎス トラスブール駅に到着したとき
には、 まだ少し明るかったが予想していた以上に寒
かったのが印象的である。名古屋から 17時間の旅
だったので非常に疲れていたが、何とか路面電車で
あるトラムの切符を購入して、 旧市街を通過して大
会の会場近くのホテルに向かった。ホテルはすぐに
見つかり 小奇麗なところで、良かったが、滞在期間中
|時々シャワーの出が悪くなり困った。そういう設備
の問題がほとんどない日本の便利さを実感した。
翌日、大会は夕方から Opening ceremonyが始ま
るということで、その日の午前中はユネスコの世界
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遺産に登録されているカテドラル( ノ ート ルダム大
型堂) やアルザス地方の伝統家屋 「木組みの家」が
林立したプティッ ト= フランス(小フランス) 地区
にトラムで行き、旧市街を歩きながらス トラスブー
ルの街並みを楽 しんだ。かつては「木組みの家j は
組み立て移動可能だったため「不動産」ではなく
「動産J として扱われたそうである。美しい旧市街
は歩行者天国になっており 、車を気にする ことなく
のんびり観光ができた。

写真 1 運河沿いに建ち並ぶ木組みの家。ここには多く
の外国人観光客が訪れ賑わっていた。日本人観
光客の姿もみられた。

2 日目から本格的に学会が始まった。 8 時半から
1  11寺聞のplenary lectureから始まり、 30分間のコー
ヒーブレイクの後30分間の著名な研究者のセッショ
ンが 2つ、 15分間の若手初|究者のセッションは 3つ
あった。その後 1 n寺問jほどポスターセッションが行
われたのち昼食となった。この日の昼食は大学の学
生食堂で食べたが、学食にワインが付いてくるなど
外固ならではの食事であった。また、 意外だったの
が外国人に多いベジタ リアン朋の食事がなかったこ
とだ。学会参加者の中にも何人かベジタ リアンがい
たが、その人たちは大変困って最後にはサヤインゲ
ンを大皿に大感りに注文していたのには驚いた。午
後にはまた午前同様セッションが密に詰まっていて、
夕方にはコーヒーブレイクののち 1時間半ほどのポ



スターセ ッションの午後の部が行われ、すぐ 1時間
のplenary lectureが18時半まで行われハードな 1 日
を締めくくった。このようなハー ドスケジュールな
初日がほぼ毎日続いた。コーヒーブレイクが30分も
あることにも驚いたが、も っと驚いたことはコー
ヒープレイクでふるまわれる飲み物の中にビールが
あったことと大量のお菓子がいくつかのテーブルに
おJUlいっぱい釆せられていたことだった。昼間から
飲むことが普通で、、それでも大丈夫なところにも驚
いた。お菓子は日本では高くてなかなか食べられな
いものもあり、現地な らではの楽しみも味わう こと
ができた。今回は私にとって初めての国際学会で
あったため少なからず緊張は していたが、それと同
様に “論文などで名前は知っているけど、顔を知ら
ない" 海外の著名な11)1究者の講演を聴ける貴重な機
会として非常に楽しみにしていた。そのため少し
図々しかったと思うが、コーヒーブレイクの時間や
機会がある ごとに自分から挨拶に行ったり、先輩や
海外の研究者に紹介してもらったりして何人かの著

写真 2 ポスター前での記念撮影。セッション時間中の
撮影のため少々緊張気味の筆者。

写真 3 ストラスフールの市長による歓迎会。ワインとお菓
子で結構盛り上がっていたが、物足りなさから後に
田市街へ食事に出かけた。
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名な研究者とも話をすることができた。話してみる
と、とても明るく気さくな研究者が多かった印象が
ある。
3 日目の24 1:1は私のポス ター発表日であった。ポ

スタ一発表の会場には比較的小さな部屋が何箇所か
剖り 当てられていたのには少し驚いた。日本の学会
のように大きな会場を想像していたからだ。また、
部屋は: 容が開けられることもなく夕方であったため
直射日光が降り注ぎ、大の大人たちが迫熱した発表
議論を行うものだから中は蒸し風呂のようになって
いた。私が発表した研究は "Localization of B M A L  
1  -like  immunoreactivity in  ]apanese quail  brain"と
いうタイ トルで、 作製したB M A L 1 抗体が免疫組織
化学で機能する ことがわかり、これまで雌認できて
いなかった鳥類の脳内における時計タンパク質の組
織レベルの詳細な局在を初めて雌認したと いう 内容
であった。日本では、鳥類を研究している人は少な
いが臥州では比較的多くの研究者が鳥類の時計を研
究しており、その抗体や局在に関心を示して発表を
聞きに足を運んでくれた初|究者もいた。 日時間半ほ
どのセッション中に 6 人ほどの方が聞きに来られ、
それらのどの1i.lf究者も熱心に質問を』生げかけてきた。
それらの質問に答えるのにも、事前に練習はしてい
たおかげで概ね思ったように答えることができたこ
とは大変自信になった。 1対 lで応答するポスタ 一
発表で、慣れない英語て、の発表は非常にネ111経を使う
ことだと痛感し、さらなる精進が必要だと感じた。
また、発表以外でも このような機会に日頃論文でし
かま1]ることができない研究内容や最新の内容を直に
聞くことができより 細かい情報をl偲けたのとはとて
も有意義であった。
この日の講演で一番印象に残ったのが、カナダの

D r. A nthony H o  (U niversity of A lberta) の講演で
A a-natの転写メカニズムを解明したという内容だ、っ
た。これまでCREを介する制御は知られていたが、
別の経路が示唆されていた。そこで彼はクロマチン
リモデリングに着目 し、 実際A urora C という ヒスト
ンリン酸化酵素が制御していることを解明した。さ
らにCREを介する制御についても そのメカニズムを
詳しく調べ、 Salt inducible  kinase  (Sik 1  ) が核内の
CREBをリン酸化するTORCの核内輸送に働いてい
ることを解明した。新たな制御機構を解明するとい
う大変な研究に興味をひかれ、その仕事量の多さに
驚いた。彼の今後の研究にも注目していきたい と
思った。
翌25日の夜にはス トラ スブール市長による歓迎の

に
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宴がオーラ ンジエリ ー公園内の立派は建物で催され
た。実はこのとき、日本では「幸せを運ぶ鳥」とし
て知られているがほとんど見ることができない「コ
ウノトリ」がその建物の屋根に巣を作っているとこ
ろを幸運にも見ることができた。宴はワインとお菓
子くらいだったので、その後日本人研究者たちと旧
市街まで夕食を食べに行くことになった程であった。
4 日目の26日は若手研究者で日本、ヨーロ ッパ、

フランスの時間生物学会若手奨励賞またOrganizer
committeeの若手奨励賞を受賞した日本人 2名と海
外の研究者 2 名による講演だった。印象としては、
外国人研究者よりも日本人研究者の方がクウォリ
ティーの高い内容に恩われたことだ。受賞した中村
渉さん( 阪大) と安尾しのぶさん( フランクフルト、
ドイツ) がとても高いレベルの研究をしていること
に、 ドクターに進学予定の自分としてはとても刺激
になった。また、 学会全体を通して感じたことだが、
海外の研究者はプレゼンテーションが非常に上手で、、
聴衆の笑いをとったり して引きつけ、話を壮大なも
のにするのが巧だということを感じた。プレゼンの
上手さには学ぶことが非常に多く、そういった聴衆
を引き付ける話し方を勉強する必要を痛感した。
その日の午後からは、 E Uの猷州議会が開催され

る本会議場に見学に行った。 2組20人ずつくらいに
分かれ、私は後半組で見学した。案内人の男性l隊員
が異常なまでの熱意がある人だ、ったため、予定時間
をかなりオーバーしてしまった。短気な日本人なら
分からなくもないが、比較的のんびりしている臥州
出身のほかの参加者も苛立ちを隠せなかったくらい
だ、ったのだから相当だ、ったのだろう。そのおかげで、
後半の内容はあまり覚えていないのだが、覚えてい
る前半の説明の内容だと総ガラス張りの建物はE U
の透明性を、球体の本会議場は連術感を示している

写真 4 European Parliamentのツアー前に撮影。ガラ
ス張りの建物が印象的。
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そうだ。
そんな臥州議会の見学を終えたのち、夕方から 30

分ほとずパスで移動して趣のある建物に向かった。そ
こで懇親会が開催され、夜風が気持ち良いテラスで
食前酒を楽しんだのち、席につき本格的なフランス
料理を楽しんだ。このとき驚いたことは、海外の研
究者はほとんどドレスアップや正装をしてくるもの

私は正装と思い込み日本からスーツを持っていった
が、スーツを着る雰囲気ではなく上着とネクタイは
外して参加した。ただ、正装してきた方も多く、そ
の着こなし方には感心させられた。食事の途中、今
大会の主催者であるパスツーjレ大学のPaulPevetを
はじめ、 今は有名な教授方の若かりし頃の写真など
をスライドショーで公開したり、抽選会を行い和や
かな雰囲気のなか会食は進んだ。賑やかな懇親会は
遅くまで続き 23時ごろ帰宅の途につき始め、ホテル
に着いたころには 011寺を過ぎていたくらいであった。

写真 5 懇親会のテ‘イナーの様子。あまりにも広いため料理
カ言、行き届くだけでも時聞がかかった。

翌27日は私の研究分野である 「光周性j に関する
講演の日だ、ったので、朝から楽しみにして講演を聞
いた。お昼にはランチョンセミナーに参加した。レ
クチャーが行われたホールの入口でサンドウィッチ
やフルーツが入った紙袋をランチボックスとしても
らい、昼食をとりながらレクチャーを聴くという流
れだった。昼食をとりながらという点では日本の学
会と同じだが、日本の少し豪華なお弁当とは違い、
紙袋にフルーツが入っていて軽食のような形なのが
特徴だった。その点で、大食いの私には少し物足り
なかった( 当然その後のコーヒーブレイクでお菓子
をたくさんいただいたのだが・・. )。その日の午後
には、夜、の指導教官である吉村崇先生の講演を聴い
た。私にとって、その後のPlenary lectureで講演し
たD. Hazlerigg (UK) の11甫乳類で、の光周性測時機構



の研究が印象に残っている。これまで光周性のマス
ターコン トロール遺伝子は T S H s と分かっている
が、概日時計との関連は分かっていなかった。彼は
T S H  s のプロモーターに着目 しPAR-bZIPタンパク
質が結合する D-boxが関係している可能性を示唆し
た。夜、の研究と関連があることなので興味を持って
聞いたが、そのほかにもf皮のプレゼンのうまさには
驚かされた。l聴衆の笑いをとったり、過去の研究と
の関連を上手に諾ったりしていた。
その日の講演終了後、広島大学の内匠先生、名古

屋大学の海老原先生、岡山大学の富岡先生らととも
に本格アルザス料理を食べに旧市街に歩いて向かっ
た。それまで トラムで移動していたので旧市街まで
は遠いと思っていたが、思ったより近いことがわか
り小さなIIITということを実感した。入ったj苫は小さ
かったが中はとても趣があった。食前酒、前菜と
いった順に運ばれ、どれも日本では| 味わったことの
ない味付けで非常においしかった。仁1"でも印象的
だったがデザートのチーズだ、った。これは他の方が
注文したのだが、匂いがきっくて食べられないとい
うことで少しいただくことになった。その匂いとい
うのが、なんと鳥を研究している私にとって頻繁に
l奥いでいる鶏フンのにおいだった。現地ではこの香
りを良いとしているようだが、私は日々の実験をフ
ラッシュパックさせられ現実に引き戻されてしまっ
た。値段はシャンパンやワインをいくつか頼んだこ
ともありかなりしたが学生ということで先生方や先

輩方に多くを持っていただきとても有難かった。
翌日の最終日は午前中でおしまいということで昼

からは近郊のIIITでおとぎ話に出てきそうな伝統的な
IIIJ並みが有名な 「コルマール」という JilTに行った。
ちょうどストラスプールのIIITを凝縮したような小さ
な町で歩いてしっかり回ることができた。帰りに釆
る予定の電車の 1本前の列車で自殺があり、列車が
立ち往生する場而もあったが、無事帰ることができ
た。その後、ストラスブールの運河を周遊する水上
パスに乗り旧市街の周りを l周した。印象に残って
いるのは、上流と下流で水位が違うため、水門によ
る水位調節をして周遊したことである。初めての体
験で、水位調節の間船が浮かぶ様子など大変楽しかっ
た。こういう日本では考えられないようなゆったり
とした雰囲気で研究すると、また別のアイデアも浮
かぶのではないかという気さえした。
とにかく今回の学会はとても忙しく長い学会で

あった印象である。しかし、初めて海外の国|際学会
に参加し、著名な研究者から若手の研究者など様々
な人々に刺激を受けてより一層計画的に機敏に研究
に打ち込まねばという気持ちになった。今回の経験
は今後の研究者としての人生にとって大きな糧にな
ることは間違いない。このような機内を与えてくだ
さった吉村崇先生や、この参加記への投稿機会を与
えてくださった海老原先生や富岡先生ほか日本H奇問
生物学会の関係者方に心から感謝したい。
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学会参加記: 欧州時間生物学会を振り返えって

小野大輔
北海道大学大学院医学研究科 時間生理学分野

フランス、ストラスブールで「臥州H奇問生物学会」
が開催され参加してきました。私自身、海外で行わ
れる国際学会の参加は今回が初めてということもあ
り、緊張以上に心が弾むような、胸が高|鳴る気持ち
でした。普段論文の中でしか会うことのできない著
名な研究者と実際に会うことができ、話ができる
チャンスはそうめったにあることではありません。
リズム研究を始めて数年かつ学生の身分である私に
とってはそんな経験はほとんどないので、非常に意

H寺1:日生物学 ¥1o I. 15.No.2 (2009) 

義のある経験ができたと感じています。今思えば、
もう少し勇気を持って積極的に話をすべきだったと
思いますが。
さて今回行われた学会は、 1  週間で12のlectllreと
21のs y mpoSlLlm および数多くのポスターがあり、
U  niversity of Strasbollrgで、行われました。会場は二
つの大講堂およびポスター会場がいくつかの部屋ご
とに分かれていました。今回は大学構内で、行われた
ということもあり、かしこまった雰囲気は感じられ
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ず、コーヒーブレイク時には多くの人が外に出て、
コーヒ一片手にパンをかじりながらあれこれ話をし
ていました。そして、ス トラスブールは非常に歴史
を感じさせるような古い建物が数多く並んでおり、
その中に違和感なく大学の敷地が溶け込んで、いる感
じを受けま した。参加人数は合計450人程度( 正確に
は分かりませんが) と聞き、こんなにも多くの人が、
そしてそれ以上の人が「時間生物学」というくくり
の中で研究をしているのだと肌で実感たとともに、
時間生物学という範囲の中でも非常に幅広い研究が
ある事もあらためて感じさせられた学会でもありま
した。

写真 1 学会会場入り 口

学会初日はレクチャーが一つあり、その後g巴tto・
gether partyがありま した。そこでは 3種類のワイ
ンとたくさんの種類のオードブル( パンが多かった)
がでできました。その次の日から本格的な学会が始
まりました。最初にGenetic dissection of th巴clr-
cadian clock in M a m m alsというタイトルでJ . S. 
Takahashi先生のレクチャーがありました。テトラ
サイクリンを用いたプロモーター O N，O F Fのシス
テムをtn V 1 V Oに応用し、自由に目的の遺伝子の発現
を調節し、そのH寺の肝臓の遺伝子発現リズムおよび
行動解析を行う研究内容で、今までにない手法を用
いたアプローチに、研究のおもしろさと可能性を素
直に感じま した。
|晴乳類の視交叉上核という点では、 E. Maywood 

先生の研究が非常に興味をかき立てるような内容で
した。彼女らはH寺計遺伝子の転写 ・翻訳を介した
ループと、 c A M Pのループが互いにカップルしてい
ることを主張しており、 Per 2斗 U CマウスのS C Nを
スライス培養し、さらにその上にLucをもたないマ
ウスのS C Nをco-cultureする内容でした。リズムが
明瞭に見られないノックアウ トマウスのS C Nであっ
ても、 co-cultureすることでリズムが出現すること
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を、イメ ージングを用いて示しました。私の研究
テーマは同じようにS C Nにあり、この発表を聞きな
がらぞくぞくするような感覚をもったのを覚えてい
ます。その後の発表ではS C Nで、Per 1 を発現してい
るや11経とそうでない神経からパッチクランプを用い
て電気活動を測定し、それらの差について論じた発
表がありま した。発表者は前日に論文がScienceに
アクセプ トされたということで発表前に会場から拍
手をうけていました。これらの研究発表を通して、
S C Nに着目するだけで、いろんな方向からの見方や
アプローチの仕方、 考え方があるのだなと考えさせ
られたとても有意義なセッション (S 5  :  Exploring 
spatiotemporal  organization of S C N  circuits) だった
と個人的に思います。
幸運にも同じセッションで私たちの研究を発表す
る機会があたえられました。大学院生のうちにこの
ような場で発表できることは非常に幸せなことです。
そして多くの研究者に知ってもらえるチャンスでも
あります。もちろんこんな機会は生まれて初めての
ことです。今回の発表はとても緊張はしましたが、
すこじだけ発表というものを「楽しむ」事ができた
という点でとてもいい経験ができたと思います。
セッション終了後にそのセッションの発表者が集ま
り写真を撮ってもらうことができました( その写真
はもらえるのかわかりませんが)。著名な研究者と
一緒に並んで、写真を撮れた事も私にとっては大きな
事でした。

写真 2 シンポジウムで、のーコマ(中央発表者が筆者)

S C Nに興味をもって研究している私にとって、そ
れ以外の研究を直接聞くことができたこともこの学
会で得られた財産の一つです。そのなかでも特に吉
村崇先生の行っている光周性の研究発表が印象的で
した。ニワトリのD N Aチップを用いてウズラにお
ける光周性の制御機構をつきとめ、さらには同じメ



カニズムが|年li乳頒のマウスでも存在することを証明
した研究発表でした。光周性のセッショ ンでは、多
くの発表者がこれらの研究成果を引用しており、非
常に意味のある研究成果なのだなと感じました。意
味のある研究をしなければならないし、そのような
事を考えながら研究をしなければならないと認識さ
せられます。また、光周性と概日時計という点で、
今後大きな研究の進展があるのではなし、かと想像し
ました。また、同じ名古屋大学の近藤孝男先生の研
究も可能性を感じるような内容でした。シアノバク
テリアについては深くは分かりませんが、 KaiCのリ
ン酸化に注目し試験管内でリ ン酸化リ ズムを再構築
し、リン酸化リズムの生じるメカニズムをあきらか
にしようとするものでした。最後は生化学の話しに
移り変わり、いささか私の J.illfiJ!(o力では話についてい
けているのかどうか分かりませんでしたが、 「リズ
ム現象」という点でどこかにヒントが転がっている
のではとふと感じました。
この学会ではランチョンシンポジウムがある日と

ない日がありました。お昼のシンポジウムがない日
は、大学のカフェテ リアでご飯が食べられます。適

写真 3 大学内カフェテリアのメニュー

¥I，H U生物学 Vo I. 15.No.2 (2009 )  

写真 4 パンケットの風景

当にサラダ、チキン、デザートと列に並びながら選
んでいきます。そして、なんと最後にワインが置い
てありました。日本では( 少なくとも北大で、は) お
j闘がおいである食堂は知りません。フランスでは当
たり前のことなのでしょうか。昼間から飲んでいい
のでしょうか。とりあえず自分のグラスに注いでし
まいました。料理rrはおいしく満足いくものでしたが、
量が多く食べきれませんでした。夜のパンケッ トで
はフランスだけに豪華な料理がでできました。もち
ろんナイフとフォ ークを使うような立派なものです。
8 時前くらいから始まり、終わったのは121埼くらい
だったと記憶しています。もちろん食べているだけ
ではありません。レクチャーもありました。
今回の殴州 11寺間生物学会は 1週間にわたり行われ
たせいか、他の研究者や大学院生などと接するチャ
ンスが多々あり、私にとっては非常に刺激的な学会
だ‘ったと感じております。そしてH寺間生物学という
中でも多方面にわたるおもしろい研究を!日Lで感じる
ことができただけでなく 、自らの研究成果を示すこ
とができたのではと思います。そして何よりもこの
学会を支えてくれた方々なく してはこのような経験
を得ることできなかったと思います。

← 55 
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XI. Congress of the European Biological Rhythms Society参加報告

田原優
早稲田大学先進理工学研究科 電気・情報生命専攻 生理・薬理研究室( 柴田研究室)

2009年夏、私は時間生物学会からトラベルアワー
ドをいただいて、フランスのストラスブールで、行わ
れたヨーロ ッパ時間生物学会に参加してきました。
のべ400人相当という参加人数、そして全部で 7 日
間におよぶとても長い学会は、 学会参加経験の浅い
私には、かなり刺激的であり、また精神的にも辛い
経験でした。今回はこ こで学んできたこと、感じた
ことを少しではありますが報告させていただきたい
と思います。
まず本学会に参加して特に良かった事は人脈が広

がった事でした。それは他大学 ・研究所の先輩方と
知り合えた事、偉い先生方に顔と名前を覚えていた
だいた事、また海外の同じ研究内容で戦う研究者達
と知り合えたことです。本大会は日本時間生物学会
と共同開催ということでしたが、それでも日本人は
20人ほどしか参加していませんでした。そのメン
ノくーの一人として参加出来た事はとても光栄であり、
また素晴らしい研究成果を発表しにきた他の日本人
の方と知り合えたことは、今後の研究生活に必ず役
立つと信じています。
次に研究発表に関してなんですが、これは一番緊
張したことであり、また良い経験でもありました。
私は正直英語が得意ではありません。それでもポス
ターの前でなんとか外人に自分の研究内容を説明で
き、自分が伝えたいことを一生懸命説明し、そして
その内容に関して熱くデイスカッションできたこと、
これは本当に良い経験になりました。また、私は現
在修士 2年として、柴田先生の研究室で、末梢組織
の制限給餌性のリズム形成について研究しています。
この分野はシンポジウムもいくつか行われ、非光依
存性の同調刺激として話題の研究テーマとなってお
ります。おかげでポスタ一発表では多数の方が質問
に来て下さり、私と近い研究内容の研究者とたくさ
ん知り合うことができました。
そして忘れられない出来事は 3 日目の夜の立食

パーティ ーの時に起きました。なんと Takahashi先
生と一対ーで話す機会があったのです。ふらふら し
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左から重吉先生、S O N Yの浅川さん、筆者

ている時にふと目があってしまい、勇気を持って自
己紹介してしまいました。そして自分の研究内容や、
Takahashi先生の現在のお仕事などをお聞きするこ
とができました。とても優しい方で、私の下手な英
語も熱心に聞いてくれました。
;J'1は今年の 8 月は、前半に北海道で行われた札幌
シンポジウム、後半に本学会に参加させていただき
ました。これは柴田先生に本当に感謝しなければな
らないことだと思っております。またこのご恩は今
後の研究成果でお返しすべきだと感じております。
そしてこの 2回の国際学会で、私は近年の時間生物
学会の行方というか流行りというか、現在多くの研
究者が何を知りたがっているのかを、少しでも自分
なりに理解できたのではと思いました。札幌シンポ
ジウムでは本問先生の主催ということもあり まして、
SCNに関しての話題が多いと感じました。高感度
CCDカメラを用いたSCNの個々の細胞における発
光測定系、またその際のCa濃度、 VIPなど、 SCNの
発振機構の解明が徐々に進んでいることが実感でき
ました。本学会においては、もとはメラトニン研究
会だ、ったということもあり、メラトニンの生成や受容体
に関するシンポジウムが多数開催されていました。
また、私の研究テーマである制限給餌に関しては、

やはり F E O (Food Entrainabl巴Oscillator) の探索が
話題になっていました。そして 6 日目の昼のシンポ



ジウムでは、 M istlberger先生が主体になってFEO
の議論が行われま した。これはM istlberger先生が
最近の研究動向をまとめた後、中村先生、柴田先生
他、偉い先生方が 5分間ずつのデータ発表会を行う
という形式でした。みなさん最新のデータを持ち

寄っていて、私にとっては胃が痛くなるほどでした
が、今回の学会で一番役に立ったシンポジウムでした。
以上で短いですが報告は終わりにします。最後に、
トラベルアワードを下さった日本時間生物学会に、
もう 一度感謝の意を申し上げます。
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国際学会を終えて
~フランス7日間の旅~
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広がる畑、点々と建ち並ぶ軒並み。飛行機の 1:1"か
ら見下ろ した景色は、まるで絵本の中から飛び出し
たように締麗で壮大。これが、今回大会が執り行わ
れたストラスプールとの出会いでした。
ドイツとフランスの聞を振り子のように行きつ戻

りつしたアルザス地方。その中心地、ストラスブー
ル。言葉もドイツ語になったり、フランス語になっ
たり。今は言うまでもなくフ ランス諾なのですが、
かなり ドイ ツ語の影響があるのでしょうか、アルザ
スにいたことのある友人の話によると独特のアルザ
ス語になっている方も多いようです。
広場の名前に名を残す印刷技術のグーテンベルク

や宗教改革のカルヴ、アンをはじめ、ゲーテ、モーツアル
トなどが一時的とはいえ滞在したとし、う歴史ある街。
大聖堂やプチ ・フランスなどを含むその旧市街は、
1988年にユネスコの世界遺産に登録されています。
街の名前の由来が、 ドイツ語で「街道の街」という
だけあって、昔から交通の要所。駅舎も伝統を感じ
させる石造りなのですが、今ではそれを透明素材で
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覆って近代的なイメ ージに しています。さすがは、
EU欧州議会の在所。明日をめざす心意気が感じら
れるようです。駅前はきれいな広場になっていて、
芝の上で昼食を食べる若者や旅行者たち。そしてその
半円形の広場を囲むように並ぶ多くのホテル。活気と安
らぎが同居する街といった印象を与えてくれました。
今まで学会発表を国内だけに留めていた私は、海

外で発表するという事実をとても光栄なことと受け
止めると同H寺に相当の不安も抱えていて、正直複刺l

学会会場風景
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な気持ちで一杯でした。しかし、いざ大会が始まる
とそのような気持ちは一掃されてしまいました。
セッション会場が暑すぎて息苦しくなるほどの人口
密度が朝八時半から夜八時ころまで続くのです。そ
の熱気と周りのモチベーションの高さに圧倒され、
不安に駆られる暇もなく“とにかくついていこう" “できる
だけの努力をして帰ろう" と思えるように考え方が変わっ
ていったのを、今でも!(1平明に覚えています。
国内の学会に比べて、女性が多いことも驚いたこ
との一つでした。男性の社会、女性の社会という考
えはもう古い。頑張ることに性別は関係のないこと
が当たり前の社会。日本の固定観念に捉われてはい
けないのだと考えさせられました。
また、大会に参加していた教授や研究者の方々と

の出会いも私にとって素H青らしいことだったと思い
ます。普段研究室で生活していると、どうしても井
の中の蛙になりかねない。自分の実験しか知らなけ
れば新しいアイデイアも、違った方向性からの考え
方も身につかない。すると、結果的にいい研究には
つながっていかない。そう思いながらもなかなか機
会には恵まれないものです。囲内の学会でも この型

交流パーティーにて
(右から)柴田先生、Silver先生、筆者

同じテーフルの仲間たち

11寺111]生物学 V o l.J 5.No.2 (2 0 0 9 )  

D
O
 

-hd
 

論は成り立つと思いますが、さらに国際学会ともな
ると、さまざまな国の考え方も加わるため、そのア
プローチはより強いものに感じられました。
ポスタ一発表をしていく上で、英語が苦手で、コミュ

ニケーションがなかなか取りづらいことも悩みの一
つでした。説明するたびに 1 ・m not good at Eng-
lish SOrry"'" と平謝り状態。変な1iこまで出てきてパ
ニックに陥りそうでした。しかし、その時に言われ
た" If your data is  excellent， it isn' t  influence your 
E n glish. データが良ければ英語力なんて関係ないよ
“という友人の一言ではっと目が覚めたような気持
ちになり、英語ができないという劣等感に苛まれる
があまりに、本来の目的を忘れていた自分がいたこ
とに気付きました。今までの自分の成果を皆さんに
聞いてもらう ということを。夜、は“自分のデータに
誇りを持って発表すること" こそ今までの研究成果
に携わったすべての方々や動物たちへの恩返しであ
ると考えています。その絶好の機会に自分本位に
なってしまっていたことがとても恥ずかしかったで
す。そして、拙いながらも一生懸命に“伝える" 努
力をすればきっ と迎解してくれる。そう意識が変化
していき、徐々に話すことができ るようになってい
きました。たった 111寺間半ほどの発表でしたが、自
分の言葉で説明した内容が伝わった時の感動は、 言
葉で言い表すことができない位に賎しいものでした。
初めてのフランス、 初めての海外発表。楽しいこ
とも沢UJありました。しかし、それと同じくらいに
大変なこと、困ったこともありました。今、この 7
日間の国際学会を終えて、自分自身の成長を心の奥
底から噛み締めています。
最後になりますが、柴田先生、田原君、学会で出
会えたすべての方々、そして、 学会中日本で実験を
サポートし続けてく れた後輩たちに心より感謝の意
を示して報告とさせていただきたいと思います。

学会帰りにCelineと



追悼森主一先生
一日本時間生物学会設立以前のことなど一

井深信男
聖泉大学

平成19年 2 月25日、森主ー先生がお亡くなりにな
られた。ご葬儀は密葬で行なわれたが、お参りさせ
ていただいた。享年94歳であった。本間研一理事長
より、追悼の記の依頼を受けた 11寺、しばらく迷った。
このような記事の場合、大学H奇代の弟子筋にあたる
人が、追悼文を記すのが通例であるからである。こ
の点で、筆者が適切であるのか、時踏した。数日間
考えたが、森先生は、現在の円本時間生物学会創立
以前に、まさに生物リズム研究の先駆者として多 く
の州究成果を残され、本学会の記憶にとどめなくて
はならないとの思いが日ごとに沸々と強くわきあ
がってき た。また、森先生は滋賀大学の学長にも就
かれ、 |司じ大学に泰l慨していた|品l係から、研究のほ
かにも大学のあり方、 学問への思いなど、 多くのこ
とを教えられた。これらのことが私をして追悼文を
記させていただく動機となった。
森、先生は、よく知られているように、日本におけ

る動物生態学の草分けのおー人で、多くのご業績を
伐されているが、このん |市については、すでに大申
n包一先生が日本生態学雑誌 (57:143-144.  2007) に追
伸文を書かれている。ここでは、生物リズム研究の
先駅手? としての森先生と、大学人として社会に発信
されたメッセージを小心に述べたい。
先生のご11硲歴はおよそ以ドの通りである。

]912年 (1明治45年) 6 月 記l):，jTliに龍生
1935年 3 月 京都帝|王!大乙f-)Ij!学部卒業( 動物学専攻)

1935年 4 月 大学院入学
1937年12月 応召入|嫁
19421，1三5 月 召集解除、大学院復帰
1945 1，1:: 3 月 理学問 1:
1950 1，1三1 月 京都大学U )J救援 (Jll!学部)
1962年10月 京都jぐ'f'.救J受( Jlj!学古1¥)
1963{f三4 月 大i511臨i/i)J実験J9r長

n  点目1¥入学理学部長
19751，F- 6  J-J  日本学術会議会員 (第品目)
1976年 4 月 1 日 京都大マ・を定年. i ) dJ段、名誉教授

IISIIiJ'I一物'''f: V o l. 15. N O.2 U O O H )  

満了後、名誉教授を綬与される。
滋賀大学長、 任期満了

後、名誉教授を授与される。

今、私の手元に森先生から頂いた 「動物の周期活
動」北方出版、 1948年、 「大学魚族の生態」ナカニシ
ヤ出版、 1989年と 「動物の生活リズムJ 岩波書庖、
1972年の三 11fJ-がある。「動物の周則的動」は、終戦
ほどない混乱期のきわめて紙事情の悪い中、JlD.学モ
ノグラフの一 1If J -として札幌のI:B版社から出されたも
ので、文庫本サイズの 133頁ものである。裏を見る
と1986i1三10月16日森先生より、とあり 、「おそらく、
この本が、本邦では生物リスムに| 具lしての最初のも
のでしょう J、と言われたことを広川、 I.Bす。 目次を
凡て も、潮汐周期活動、日周則前動、太陰周期活動、
年周WJ活動、と今日の時間生物学の対象分野がサー
ヴェイされている。驚かされるのは、すでに、恒常
環境という 言葉を使い、ごド|身の研究から、恒 11音状
態 1"で、腔腸動物のウミサボテンの体長の1'11縮活動を
]001 1以上にわたり記録し、 j司!YJ性を幸lii!?している

第 4 回生物 1) スム研究会において特別講演される森 主
ー先生

(1987年 10月25日、滋賀大学にで)
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(1947年)。また、多くの種で恒暗環境と恒明環境
では、周期に違いが出たり、恒明環境ではしばしば
リズムが消失したりするなど、両条件下でのリズム
特性の違いを指摘している。
一方、動物の季節性における光周期の重要性を光

周律という言葉で語り、ここでもまた、日長変化な
どの環境要因を一定にした時にもなお、動物の生理
的状態の内図的変化による行動の出現、今日の概年
リズムについて言及している。さらに、概日システ
ムが季節により変動することも、ヤマトカワニナの
生態活動から見出している。いずれの生物リズムに
おいても、それを誘発する環境要因と内因性要因を
分け、生物リズムは個体の内因的な生理変化に基づ
いて出現することの重要性を喝破している。太平洋
戦争をはさんで外国よりの文献入手が困難なH寺代に
おいて、内外の研究を渉猟され、まとめられた先生
のこのご著書こそ、まさに本邦における時間生物学
のl鴎矢と思う。
リズム研究に限っても、多くの論文と著書を出さ

れているが、最初の論文は1937年にヤマトカワニナ
の移動の周年変化に関する発表であった。この研究
や先のウミサボテンの概日リズム報告は、この分野
の研究として国際的にみても、きわめて早期なもの
で、特筆に仙iする。その後のリズム研究において、
対象とした動物種を見ても、フジノハナガイ、ウミ
サボテン、カワニナ、 トピケラ、アコヤガ、イ、ショ
ウジョウパエ、ウスカワマイマイ、ホトトギス、ク
ロツグミなどの野鳥類、と腔腸動物、軟体動物、貝
類、昆虫、鳥類に及び、種類も潮汐リズム、日周リ
ズム、年周リズムを扱い、まさに生物リズム研究三
味の感がある。
先生の学問の特徴は、まず現象を野外でっかみ、
次にそれ関係すると思われるいくつかの要因の分析
を、町' 外及び実験室で行う態度にあった。この意味
で実験生態学といえるだろう。ある行動を対象とし
て捕らえ、これに及ぼすと考えられる要因をパラメ
トリ ックに変化させ、その行動に及ぼす効果を見る
ことに一義的な関心を持つ心理学と、この点で、実
に似ている。先生の研究の原点は、ご自身の言葉を
借りれば、「自然の生物とともに暮らし、 一日中、そ
のそばで、彼らがどういうことをやっているのか、
いつ寝て、いつ起きるのか、いつ餌をとるのか、い
つ交尾して、いつ子を産むのか、そんなことを十分
観察したかった」ということであり、琵琶湖 111'1'に
あった京大の臨湖実験所を拠点として、多くの研究
が行われた。生物を忘れた生物学、進化を忘れた生

H寺|間生物学 Vo I.!5 .No.2 (2009) 
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物学に対し、先生は強く抵抗された。
日本時間生物学会は、ご承知のように、生物リズ

ム研究会と臨床時間生物学研究会が発展的に融合し、
1995年に発足した。「何でもリズムの立場から」とは、
第 4回生物リズム研究会 (1987) を滋賀大学でお引
き受けいたし、森先生に特別講演をお願いしたとき
のタイトルである。先生の面目躍如の表題である。
写真はその折のご講演時のものである。このときの
研究会には、研究会発起人のお一人で、もあった参議
院議員の高木健太郎先生も駆けつけてくれた。
森先生を語る上で、どうしても書き記しておかね
ばならないことのもう一つの側面が、社会的活動で
あり、社会への発信である。前述の「大学魚、族の生
態j は、この方面での先生の新聞、雑誌、大学広報
誌、講演会、大学式1 i 平等の多種多様なエッセイを集
め、刊行したものである。全368頁に及び、いかに精
力的に社会へ発信されていたかが良くわかり、大変
興味を覚える。東京大学総長であった森亘氏と出版
時に京都大学総長であった西島安則氏が発刊のお祝
い文を寄せられていて、 一段と豪華である。
滋賀大学の学長時代、「大学は学問の発電所で
あって、変電所であってはならない」は森先生の口
癖であった。また、「歴史を記憶に蓄積せよ」は、中
回戦線でー兵士と して砲煙弾雨の中をかいくぐった
ご自身の体験に基づいて、あの悲惨な戦争体験の風
化を戒める警鐘として、大学の卒業式における式辞
で好んで、述べられた。
先生は、ご自身の性格について、“きまじめ" な性

格であると、自己評価されている。それは学長職に
あっても、研究にあっても、はたまた、軍隊にあっ
ても、貫かれた生き方だと思う。上述の著書におい
ても、そのことが良くわかる。滋賀大学の学長退任
時の挨拶でも、「私は一介の自然科学の学究であり
ます。自然科学は言うまでもなく、合理性の追求を
もって基本方針といたしますが、・・・仁IJ略 ・- 。研
究者としては合理性を追求するが、学長としての生
活態度はまた別の方針に従う、 というようなことは
いたしませんでした。」とあり、このことが複雑な世
の中で、おそらく多くの問題を引き起こした可能性
があった、とも述べられている。
先生の戦争を憎む気持ちはまことに強いものがあ
り、色々な機会を捕え、メディアなどでそのことに
触れられている。赤紙により召集され、星一つの新
兵と して前線に出られたが、予備士官学校では教育
総監賞を受け、現地歩兵連隊では連隊旗手も務めら
れたとのことである。聞けば、栄えある連隊旗手は



陸軍幼年学校卒業生の垂誕の役とのことであった。
このこと一つが、万事において、生真面白に全力で
走り続けた森先生の姿を努訴させる。
平成18年度に、時間生物学の分野が「国際生物学

賞」に選定されるという慶事があった。このことは
H寺間生物学が生物学の一分野として、いまや立派に
確立したことを認識させるものであった。しかし
私たちは日本時間生物学会誕生以前にも、森先生を

11寺1i¥J生物学 Vo 1.l5 ，N o .2  (2009) 

はじめとする、生物リズム研究の先達がおられたこ
とに思いを致し、敬意を表さなければないと思う。
ある年の夏の夜、京都のお寺にムササピ、の滑空を見
に出かけた折、偶然に、お出会いするなど想い出は
尽きない。敬愛する森先生、今はただゆっく りとお
休みください。

合掌
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2 0 1 0年度 J C  ( 日本時間生物学会誌) デザインコンペのご案内

本誌は，来年度第16号(2010年 5 月発行予定) より ，学会誌の表紙デザインを公募により募集いた します。「生
命と時間J は，狭義の自然科学・社会科学の枠を超え，文学 ・芸術においても古来主要なテーマであり続けて
きま した。「生命と時IMjJ に関わる意欲的なデザイ ンを募集しています。従来の科学専門誌のような狭義の自然
科学的データを用いたイラス トレーションに限らず，前衛的な芸術表現，誌的 ・連想的な表現なども積極的に
採用 したいと考えています。具象 ・抽象も問いません。立体造形作品の写真などでも櫛いません。どうぞふ
るって力作をご応募ください。

募集期間 ・2009年11月 l 日- 3 月10日
審査員 : 木本圭子 (メディアアーテイスト ) ほか若干名(後日学会ホームページに掲載)
応募要領:
表紙から背表紙にまたがる A 3 サイズ( 裁ち落とし) のデザインをお願いします。タイ トルロゴのデザイン
は現行通りで，不要です (色の選択は可能です)。提出物をもとに 2件を春号 ・秋号の表紙として採択いた しま
す。数回の校正を経て，最終デザインを決定します。薄謝ですが，デザイン料もつく予定です。デザイン案が
採択された方は，ご氏名 ・ご後略歴 ・作者のことばを会誌裏表紙に記載し，当該号の会誌 2 111]-を無料で贈呈い
たします。また，表紙に採択されなかった方の中から，入選作として数点を裏表紙にグレースケールで掲載す
るほか， 時間生物学会のホームページに転載いたします。なお， 当該デザインの権利は作者と 日本H寺間生物学
会で共有できることと し，両者が必要に応じて転載する権利を有するものと致します。
下記の 4件の電子フ ァイルを C D もしくは D V Dに保存し，下記まで郵送してください (w e bやメ ールでは受

け付けませんのでご注意ください)。

1  ) デザイ ンのpdfファイルまたはtifファイル ( 1人 2点まで) (A  3サイズにして200dpi以上が望ましい)
2  ) 上記の簡易縮小版のjpgファイル (約 5 メガバイ ト/ 枚)
3  ) 作品についての説明 (1作者のことばj として裏表紙に印刷) (W ord書類、400 - 600字程度)
4) j略歴 ・出展歴など (W ord書類)

問い合わせ先・郵送先 :
干162 - 8480  東京都新宿区若松町2 - 2

早稲田大学先端生命医科学研究センター 1 F岩崎研究室 ] C デザインコンペ係
(担当 ・井上恵美子e mikoinoue0123@ g m ail.c o m、岩崎秀雄hideo-iwasaki@ waseda.jp)

11寺j/lj生物学 V o I. 15 .N o .2 (2 0 0 9 )  
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賛助会員リスト (50音111頁)

以下の団体( 代表者、敬称略) からは賛助会員と して学会運営にご‘協力いただいております。お名
前を掲載し感謝いたします。

岩井化学薬品 (株)

三協ラボサービス (株)

株式会社プライムジェイ

( 株) 薬研社

11寺H¥J生物学 Vo I. 15.No.2 (2 009 )  

(岩井蹟行)

(椴橋明広)

(越山順一)

(鈴木泰志)

時間生物学会事務局
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編集後記

- 例年 2 号は学術大会の発表論文の抄録を掲載して
おりますが、本年度の学術大会はアジア|睡眠学会
および|こ!本11m IILi:学会との合同大会として開催され、
抄録集は別に!:H版されるため、 15巻 2号は総説等
を主イ本としたものとなりました。

. 総説は、 iiilされたワー

様性」から生態リズムと48il三にも及ぶ周知Itにつ
いて、解説いただいております。ヒ卜の知覚と時
r:uについて興味深い総説を、千葉大学の.)1 1先生
にご寄稿いただきました。さらに、 |村 111会員から
うつ病のH奇問生物学、聴会員からは抗リ ウマチ薬

ズムのモデルについての総説をご布稿し、ただきま
した。

Vol. 15.  N o. 2  (2009)  

拐、lixモデルによるアートです。皆械の印象はいか
がでしょうか。来年度からは、表紙デザインを会
員を含む一般の皆様からの公募から選ぶことにな
ります。詳しくは、本号の20]0年度 ] c  (日本H寺
!日l生物学会誌) デザインコンペのご案内をご覧下
さし、。

. 編集委員会では会員の皆様からのご翁稿をお待ち
しております。総説、技術の解説、 学術集会幸liif!J'-、
海外使り、研究グループ等、会員の皆様からの積
極的なご寄稿をいただけますようお願いいたしま
す。

- 後WJも始まり、通常一: の符みに以りました。季節は
実りの秋です。研究聞でも、皆様方のitかな稔り
を祈念いたします。
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